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1．背景と目的

　街路樹は単 に美し さ や緑陰の 提供だけで な く、温暖化

の抑制、生物 の 拠 りどこ ろ、 災害時 の 防災効果など良好

な都市の緑の 骨格 として、量的に は充足され つ つ あ る。

しか し生長に 伴 う樹形 と根系の バ ラ ン ス 不調和や 、 外

傷・病虫害等に よる腐朽で幹や根元の 空洞化による倒伏 、

沿道建築物や架空線との 競合が 発生して きて い る。 その

ため 、
こ れまで の よ う な樹形維持の ため の考え方や枝葉

の剪定技術の あて はめ だ け で は対応 し きれな くな っ て き

て い る 。 この狭い 空間における大木化と美 しい 樹形 の 両

立 とい う新たな課題に対して は、各自治体や団体等で以

下の ような様 々 な取 り組み がされはじめてい る 。

　特 に 平成 9年には街路樹の 現状把握 ・評価の方法 ・目

標像 の 設定 と剪定方針等の 内容を含んだ剪定の手引きと

して 「大型街路樹の 維持管理 手法 に 関す る共同研究報告

書」
D がまとめ られ、そ の 後、街路樹の 技術書と して 「街

路樹」
2）が発行された 。 こ の ように街路樹の 管理手法や

技術 に つ い て の 取 り組み が なされ て きた
一

方、課題 と し

て 剪定技術を確実に継承されるような仕組み や体制を構

築す る必要性が 生 じた。その ため、平成 11年度には社団

法人 日本造園建設業協会よ り、「街路樹剪定士認定制度」

が発足された 。

　本稿は、この ような新たな街路樹の維持管理手法確立

の ために、東京都第一建設事務所管内の 街路樹を対象に

路線の 区分と目標樹形及び剪定方針の 設定によるモ デ ル

剪定の 具体的な報告であ る 。

2．目標樹形 と剪定方針の 設定

　従来、街路樹の 目標樹形 の 設定 に 関 して は、標準樹形

（樹高と枝張 りの割合）が樹種毎 に 画
一して い る ため、

歩道幅員 の 狭 い 場所で は極めて ボ リュ
ーム感の 欠けた街

路樹景観にな っ て しまう等の課題がある
4）

。

　維持で きる街路樹 の樹形は、歩道幅員によるとこ ろが

大きく、
こ の こ とか ら まず、歩道幅員と樹種によ りタイ

プ 区分を行い 、 次に、既存 の植栽樹種毎に幅員との関係

を勘案 した目標樹形を設定 した 。 さらに そ の樹形づ くり

に向けて の 剪定方針を設定した 。

（1）目標樹形の 設定と路線区分

　東京都の 道路設計基準に おけ る 5 つ の 区分を基準に、

区分 が細 か すぎて煩雑 に なるこ とを考慮 して、「狭幅員

タイ プ」、「広幅員タイプ 」、
「中間幅員タ イ プ 」 の 3タイ

プに定め、こ れ に樹種 を加え、路線区 分 した （表一1）。

表
一1 歩道幅 員 におけるタ イプ区分 表

東 京都 の 道路 設計基準における歩道幅員区分

歩追幅員タイプ
歩道 幅員 植樹幅 員

毅 形式

2．50m 未満
1

25D ．2、75mO ．76m I
　 T− 1

  狭幅 員タイプ

（歩 道幅員 350m 以下 ） 3．00．3．25mO ．76mG − 1　　　 T − 1

350m O．76mG − 1　 1

3」 5、4、OO、4．25m106mG −2　 ・
  中間幅 員タイプ

⊂歩道幅員3、51m 以上 5、50m 以 下）
450 、4、75m1 ．37mG −3　

1
5．00．550m167mG −4

  広幅員タイプ

（歩道幅員 5．51m 以上 ）
6．00m 以上

197m

　 以上

G − 5　 i

　 以上
．

　目標樹形の 設定に際して は 、

一
律に歩道幅員を基本 に

算出するの で はな く、歩道幅員が狭い場合や広い 場合な

ど算出方法に 違い を持たせ た。また、樹高 ・枝張 り比は 、

樹種特性を考慮した幅の あ る もの とし、そ の 場に応 じて

図
一1に 示す手川頁で決定 した。

1 歩道幅員を基本に伸長可能な樹高
・
枝張 りの算出 G脳 佩 9一フ

．
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●　標準タイブ 【主に中間幅員タイブで 採用】

　 　・枝張り＝〔歩道幅目一dr クリアランλα嚼
崇 1
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］で もiEtLし て い る ため．クリ乃 ンスを 1t）m に 固定 して r陀定

　 　 ※ t 樹高 唾攴敷 り比は、樹 F晦 に 幅をもたせ て L詑定
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　 　・
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一dx＞× 2m
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　 　 ・枝張 り二仮枝張 り
一

ク
lj
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●　歩道幅員が広 くボリューム感の あ る緑量が求められる場合 【主に広 幅員タイ プで採用】

　 「車道と平行方向拡大タイブ」

　　・標準タ イプと同様。値栽間隔 を考慮しながら車道と平行方向の枝張りを決定する。

●　歩道幅員が広 く目棣樹形が大きくな りすぎ る場合 【主に広幅員タイブで採用 1
　 　・植栽間隔 を考慮して枝張 りを設定、これに よbeSMを算出

　　 例）殖栽間隔 6m の 時．隣接する樹木との ウり乃ンスを 考慮 して枝張りは 5m とする。

H 剪定作業上の制約によ る判定 　 （通路 管理上の 帝銀 ）

●　2 車線 （両側）以上 ： 樹高 約10m まで

●　4 車線 （両側）以上 ： 樹高 約 18m ま で （民二齦 1博の 剪定を行うため）

　 ・翦定作檠にと もな う高所作業車使用上の串1駒 を考慮す る と．高所作業車の仕梯か ら、
　　2車線 （両側〕以 上で 2トン車，4車線 （両側）以上で 4 トン車の 使用が

一
般 的に可能。

　　〔高所 作業車i±十m〕・2トン車 ：作業地上 高　約 10m ／乃トIM
’一
幅　約2．Om

　 　 　 　 　 　 　 ・4 トン車 二作業地上高 約 21m ／Ptトllガー幅　約 40m

皿 樟鬮 寺陛による積］高の鷂

　 ・街略樹では樹高が高くなる樹木や襭に広が る樹木等、様々な樹種が櫨栽されて い る。
　　その ため、単純に伸畏可能な被張 りか ら樹高を 算出して もその 高さに到達 しない樹種

　 　 が出て くる。
　 ・従って 、本調査で は 「街路樹 U9一プ ラン」 にお け る各種の標準樹形を樹高の 目安 として

　 　 考慮 した。 ・
鑓

i．．．．』二里鯉 隍墜 甑菫奥 麌 』荏場鍍 簍 堕顰燮蒡聾顰 奬 垂一．．一．1

目 標 樹 形 の 決 定
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一1　目標権枅彡設定の 手順
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（2）剪定方針の 設定と剪定タイプ

　現状の 樹形 と目標樹形 を比較 して、まずタイ プ 区分を

行 っ た。目標樹形より小さいもの を 「育成タイ フ
e
コ、すで

に 目標樹形の 大きさを大きく越えて い るもの を 「縮小タ

イプ 」、目標樹形 に近 い 大きさの もの を 「維持タイプ」 と

し、それぞれ の 剪定の 具体を示した （表一2）。 さらに、こ

れらに加え、樹形が大き く乱れ、再萌芽に よらなくて は

回復 で きな い もの を 「樹形再生タイ プ」 として加 えた。

表一2　剪定 タイ プと剪定方針

萌芽 力が強 く、強い 剪定 に耐え るため、剪定に より樹形の 矯正がしや すい種に

おける勢定タイプ別の剪定方針 （イチ ョ ウ ・スズカケ ノ キ ・
エ ン ジ ュ 等）

　 　 　 　
・
通常 は前 回の切 り日や瘤 からの 多数の 岐 （新出 枝）が 発生 し

　 　 　 　1てい るの で、よい 力 向に伸 びて い る枝 を数本 （2〜3 本程度）残
　 　 　 　

．
して 、他の 枝を除去 する。

　 　 　 　…・残 した新出 枝の 長 さはあ まり切 り詰め ずに 、骨格岐 となるよ

育成 タィフ …答 劣動謡灘 晋馨1こ・可 能な限 り瘤を切 り直 し

　 　 　 　
・
特に 枝の 途中に で きてい る瘤は 、新出枝 が集中 して発 生する

　 　 　 　
．
部位 とな るた め除去 する こととす る。

　 　 　 　
・
頂鄙優勢を慧識して 、下 方ほ ど枝数を多 く残して桑ら かい樹

　 　 　 　
．
形 づくりを心がける。

　 　 　 　…
・現 在の 大き さを維持 する タイプで 、次回の 剪定 までの 枝 の ｛申

　 　 　 　…長量を見極めて、その 分を剪定 す る。
　 　 　 　

・基 本的 に育成 タイプ と同様であ り、残した枝の 長さが こちら
維持タ イ プ ：は 短く な る。
　 　 　 　

・育 成タ イプ
．
と比 べ 剪 定量が 多くな るの で 、バラ ン ス 良く岐が

　 　 　 　、伸長するように 、ふとこ ろ枝 を大事 に 残 し、柔らか い樹 形 づく

　 　 　 　 1りに活 用 してい くこと二が重要で ある．
　 　 　 　

・
緑 化空間に 対 して樹 形が大 きくな りすぎた ために、樹 形 を縮

　 　 　 　 ・小 して空間 に納め るタ イプで、主幹や太 い骨 格枝まで 剪定 する

　 　 　 　
．
こ と になる 。

　 　 　 　．・大 きく切 り詰め るこ とになる のて、で きる だけ穴き くな っ た

縮 小タ イフ …瘤 の 手 前で 剪定 し 、瘤 を除去 し てい く。
　 　 　 　．・枝の 太い 部分を 剪定するこ とにな るた め、なるべ く枝 のあ る

　 　 　 　 之 こ ろで切 り返 し 剪定 を行い 、少 しで も柔らか い 樹形 となるよ

　 　 　 　Ib配慮 する こ とが奎 要で ある u また、ふとこ ろ岐もバ ランス 良
　 　 　 　

1
く残 し、柔 らかい樹 形づ くりに活 用 して いくの が望ま しい．

3．成果

　本調査に よ り東京都第一
建設事務所管内全 て の 街路

樹 に対 して、路線 の緑化空間や沿道特性に 応 じた目標樹

形とそれ に導くための剪定方針を設定 し、対象路線の 区

分毎 （45路線全 176区分）の 現況特1生及び目標樹形
・剪

定タイプ を整理 し、区分 ご とに現況断面を用い て シート

方式 に よりまとめた。

　なお、植栽本数 の 多い イ チ ョ ウ と ス ズカ ケ ノ キ に関し

て は、そ れぞ れタイ プの 異 な る 5路線を抽出 し、目標樹

形 の実現及び剪定方針に 沿 っ たモ デル 剪定 を剪定指導員

に よ り、剪定業者へ の 講習を兼ねて 2〜3ヶ年に亘 っ て実

施 した （図
一2）。

4．おわりに

　街路樹が並木で ある こ とか ら、 樹形 を同形
・
同大に揃

え 、 並木としての統一美を表現するこ とと、道路や緑化

空間に納まりの よい その場 に適した樹形 を実現するこ と

を重視して、目標樹形 と剪定 タイ プ及び剪定方針 を設定

し、提案するこ とがで きた。今後、こ れらを実現す るた

め に、効率的かつ 柔軟な剪定 サ イ クル で 街路樹習理 が行

われ る こ とが期待 され る。

　本報告に用 い た事例は 、東京都第一建設事務所より委

託された街路樹目標樹形調査委託によるもの である。 事

業の 推進 にあたっ て 御助言を頂き、本稿の 掲載を御承諾

頂 い た東京都第
一

建設事務所、またモ デ ル 剪定 で は御自

身 で直接剪定 して頂い た剪定指導員の   吉村造園の 吉村

金男氏 に厚 く御礼申し上げます。
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モ デ ル剪定事例 （昭和通 り ：イ チ ョ ウ）
H11 年度　剪定前

一

厂7Y

麟

H13 年度　剪定後 ● 目標 樹形および剪定方 針

路線 区分 ：広幅 員タイプ

目標樹形 ；樹高 15m ，枝 張り8m

剪定タイプ：維 持タイプ（枝 張りは拡大）

剪定方針 ：

・剪 定樹高 は、目標 樹高 15m に な るよ

　 うに 14m 留め とし、枝張 りは縮 小しな

　 い。
・全体的に柔らか さの 感じられる樹形を

　創出するため に、切 り返 し剪定を基本

　とし、不要 枝を除去 しな が ら、骨格枝

　の ふ ところ枝を残す。

※ モ デル 剪定は、HIL 年度か ら HI3 年度に

　 かけ て 3回実施 した。

図
一2 モ デル 剪定の 実施状況 と 目標樹形及び 剪定方針事例
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